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今号のトピックス

♢巻頭言　

♢臨床の現場から 

♢永頼会設立60周年記念座談会

♢臨床工学室室長就任の挨拶

♢POCTについて

♢臨床教育室新設の挨拶

♢ボランティア白鷺通信

♢連携医療機関の紹介

♢お知らせ
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Vol .  47連携医療機関の紹介 当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

所在地 　： 松山市衣山２丁目2-25
電話番号 ： 089-922-6336
診療科 　：泌尿器科、人工透析、訪問看護
休診日　 ：水曜日午後、 土曜日午後、日曜日、祝日
　　　　　

　また、患者さまのニーズにできる限りマッチしたより良い医
療として、在宅医療に従事したいという強い思いから、地域で
通院が難しい方や自宅での療養を希望する方に対してお手伝
いさせていただきたく、訪問診療を開始しました。
　患者様に分かりやすい説明と丁寧な診療を心がけていき、
疑問や要望に親身になって
お応えできるよう、医師をはじ
めスタッフ一同努めておりま
す。これまでと同様に松山市
民病院とも連携を図ってまい
りたいと思いますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

　当院は、1980年の開院以来、地域の皆様のご協力を得て発展し
てまいりました。泌尿器科全般（腎不全、前立腺肥大症、前立腺癌、
膀胱癌、尿路結石、女性泌尿器、小児泌尿器、性感染症、ED）だけで
はなく、血液透析、腹膜透析にも力をいれており、入院施設も完備し
ております。
　医師、看護師（透析看護認定看護師・透析技術認定士を含む）、臨
床工学技士、臨床検査技師、放射線技師、理学療法士、管理栄養士

等の多職種がお互
いの強みを生かし
チーム医療として
協力しながら、患
者さまの診療に従
事しております。　
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超高齢社会に向けて思うこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副院長 伊勢田 徳宏

　65 歳以上の高齢者の割合が問
題と言われていますが、厚生労働
省の資料によると、2050 年には
85 歳以上が人口の１割以上とな
り、65 歳以上で考えていた時とは
比較にならないほど医療・介護体
制の在り方が問題になると予想さ
れています。入院や在宅医療の受
療率が 85 歳以上で急増し、介護
保険の要介護認定率 85 歳以上で
は 60％近くに、認知症有病率も
45％以上となる見込みであるとい
われます。

　しかし、それらを支える、医療・
福祉人材は不足し、通院困難な高
齢者の増加や在宅医療を支える人
材減少、さらに診療所など開業医
の平均年齢も 60 歳以上となり、高
齢者対応が太刀打ちできない状態
となると予想されています。かく言
う私も 2050 年時点で 90 歳を超え
る状態となり考えさせられる大きな
問題です。

　最先端医療も必要でしょうが、
入退院を繰り返すことになるであろ
う高齢者が安心して自宅で暮らせ
る医療体制の構築も必要であると
考えます。
　1 つ目は予防医学の充実をはか
ること。昨今多く取り沙汰されるフ
レイル・サルコペニア（※）を正
しく理解評価し、早めの介入をして
いく、さらにプレフレイルの時点で
の医学的介入で身体的、精神的改
善を図ることも大切なケアと考えら
れます。
　２つ目として、入院時における
高齢者マネジメントも大切です。
疾患に限らず、身体機能、認知機
能、メンタルヘルス、社会的・環
境的要因など包括的評価介入が必
要です。そういう意味でも、非医
学的側面を含めた機能の維持、Ｑ
ＯＬ（生活の質）を重視するなど、
従来の医療と異なる点もあり、医
師だけで完結できるものではあり
ません。

藤方　史朗　先生

　高齢化対策として医師を含め、
看護師、薬剤師、理学療法士、管
理栄養士、医療ソーシャルワー
カー、ケアマネジャー、介護福祉
士等が協働し支援する体制の構築
が求められます。

　多職種連携、情報共有化が求め
られ、地域において診療所、病院、
介護施設といった垣根を超えた連
携を行政も含めて取り組むことがこ
れからの時代に向けて必要であろ
うと思います。

　この度、自分が改めて年齢を感
じつつある今、思うことです。

（※）フレイル…加齢に伴う予備能力
低下のため、ストレスに対する回復力
が低下した状態。
サルコペニア…高齢期にみられる骨格
筋量の減少と筋力もしくは身体機能（歩
行速度など）の低下により定義される。
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副院長に就任しました
　2024年5月1日付で救急科部長の小田
原一哉が副院長に就任いたしました。
　今後とも関係者の皆様の変わらぬご
指導・ご支援を賜りますようよろしくお願
い申し上げます。

The Eirai Papers Award 2023 表彰
　The Eirai Papers Award は、職員の著
書、論文、それに準じたものを院内で顕
彰し、表彰するものです。
　今回は、2023年に発表した論文などを
審査（一次選考：図書委員会、二次選考：
理事会）、表彰しました。

【理事長賞】
小田真司（薬剤部）
Association between nocturnal falls and 
hypnotic drug use in older patients at acute 
care hospitals
（「European journal of clinical pharmacolo-
gy」 Vol.79 No.6）
【院長賞】
小田眞由（消化器内科）
①内視鏡的処置にて治癒しえたPTP誤飲によ
る十二指腸穿孔の1例（「愛媛医学」42巻2
号」）
②EGD後に発症した胃蜂窩織炎の1例（「Gas-
troenterological Endoscopy」 65巻7号）
③血液透析中の肝細胞癌患者に対しアテゾ
リズマブ+ベバシズマブ併用療法が可能で
あった一例（「肝臓」 64巻12号）

新井明那、伊勢田徳宏（泌尿器科）
三孔先穴式カテーテルによる尿道・膀胱アク
セスを用いた当院でのr-TULの臨床成績
（「西日本泌尿器科」 85巻6号）
【努力賞】
泉君香、青木英次、大内翔子、平井覚、富
田純右（医療安全管理者、リハビリテー
ション室）
転倒予防ラウンドの実践と転倒リスクの見つ
け方（「病院安全教育」10巻6号)

松井美里（総務課）
広報誌を職員の手によってつくり上げるメ
リット 多職種で構成された広報委員の活躍
（「医事業務」31巻662号)

資格取得しました
▽脳神経外科 医長 清水俊彦
　／日本脳神経血管内治療学会専門医
看護部
▽ 課長 角田多喜子／認定看護管理者
【認定看護管理者教育課程セカンドレベル】
▽師長 藤岡十季己
▽師長 河野みどり
▽師長 冨岡久美子
【認定看護管理者教育課程ファーストレベル】
▽主任 日野馨
▽副主任 伊村真央
【愛媛県災害支援ナース】
▽主任 酒井由希子
▽箭代理沙

▽三好春菜／心不全療養指導士
▽福岡理江／インターベンションエキス
　パートナース

放射線室
▽課長補佐 津久井庸介／臨床実習指導
　教員
▽高垣颯希／Ｘ線ＣＴ認定技師
【検診マンモグラフィー撮影認定】
▽松下瑞妃
▽塩飽綾乃
臨床検査室
▽技師長 和泉元雅子／医療技術部門管
　理資格
▽主任 赤松紀代／心電図検定１級
【臨地実習指導者】
▽主任 清水さおり
▽主任補 松家由紀

▽主任補 中須賀さゆり／心電図検定２級
▽主任補 兵頭静子／血管診療技師
▽主任補 内田めぐみ／精度管理責任者
▽主任補 棟田真衣／超音波検査士
　（循環器領域）
▽髙井綾子／POCT測定認定士
▽田中詩織／植込み型心臓不整脈デバ
　イス認定士
リハビリテーション室
▽課長補佐 中田亮輔／愛媛県肝炎医療
　コーディネーター
▽主任補 森山翔太／認定スクールトレー
　ナー
事務部
▽地域医療連携室 主任 言語聴覚士
　北村広志／修士（公衆衛生学）
▽医療事務部 情報管理課 村上友亮
　／社会福祉士

当院でのダビンチ手術の様子 ( 撮影：用度課 /若山 健二 )


